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フィリピンにおける小学校社会科Ⅱ

教科書歴史記述にみるNationalization

型井洋一※

(Ⅱ）ＳＯＣＩＡＬＳＴＵＤＩＥＳＩＮＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳＥＬＥＭＥＮＴＡＲＹＳＣＨＯＯＬ

－ＮａｔｉｏｎａｌｉｚａｔｉｏｎｉｎHistoricalMaterialsonTextbook-

SＡＴＯＩＹｏｕｉｃｈｉ

－．、Nationalizationに関する三つの視点

１、日本におけるフィリピン社会科教育研究

２，TheNewIZlementarySchoolCcrriculumが示したNationalization

３、IdentiLy形成と植民地的なものからの自立の視点
４，ＥＴＨＮＩＣ統合の視点

二、Nationalldentity形成と歴史的事実

１，Nationalldentity形成のための歴史学習

２、フィリピン民衆の独立（自立）のために闘った場所

３、スペイン・日本からの独立の闘い

４、アメリカに対する闘い

５、TheEDSARevolution

三、植民地的なものからの自立

１、経済的従属の問題

２，軍事的従属の問題

３，政治的腐敗の問題

４、植民地以前の社会に見いだした展望

四、ＢＴＨＮＩＣ認識と統合

１、フィリピン人の祖先「EarlyFilipinos」

２，文化の混合

五、まとめ

ル１年のための社会科教科書『ＴＨＥＣＯＭＭＵ‐

ＮＩＴＹ』の訳出本である。『ＴＨＥＣＯＭＭＵＮＩ‐

ＴＹ』は「地域社会」をテーマに「環境」「資源」

｢伝統」「社会組織」「相互依存」「変化」という六

つの概念を単元とする「概念接近法」を採用して

いる(１１。

また、日本のフィリピン侵略と関わる教科書記

述を紹介・分析したものとしては田原正子「ブイ

、Nationalizationに関する三つの視点

１、日本におけるフィリピン社会科教育研究

日本における、フィリピン社会科教育研究は少

ない。その中で1970年代、フィリピン社会科の教

育内容が具体的に分かるものとしては、高橋彰

『全訳世界の地理教科書シリーズ14､フィリピン』

（1978年）がある。この本は1976年版ハイスクー

※Dept,ofSocialScienceoCoUedgeofEducation,UniversityofRyukyus．
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リピンー終わりを知らない侵略者」（1983)'２１、

越田稜『アジアの教科譜に書かれた日本の戦争』

（1990)'３１、里井洋一「フィリピン小学校社会科

教科醤の分析一日本統治下における人々のく

らし－」（1994)u)がある。

社会科授業に関する紹介・分析としては、木全

潰樽「フィリピン小学校社会科授業」（1995)'5'や

里井洋一・SantiagoOHigginsJr「フィリピ

ンにおける小学校社会科（１）－３学年の授

業にみるｒナショナリズムｊ教育一」（1995)(8Ｉ

がある。前者は1994年８月にフィリピンイロイロ

地方での小学校２年と３年の社会科の授業参観を

分析したものである。その特色を①フィリピン語

で教えられる教科である。②明確な授業段階が投

定されていること、③導入にゲームが採用されて

いること。④「アクション１という表現活動が位

圃づけられていること。⑤アメリカの評lufmiiMiを

うけた評価テストが導入されている､としている。

後者は1993年７月に西ビサヤ大学付属小学校３年

生でおこなわれた授業｢アメリカ支配による変化」

のビデオを分析したものである。授業は木全分析

の①②⑤の特色が見られる他に次の二点に特色が

ある。一点は教科書記述は歴史的題材にも関わら

ず、こどもの現実のアメリカ文化の影響を子ども

たちが指摘している事。二点目は教師が歴史事実

をナショナリズム的に吟味されることを期待して

いることにある。

PagkakakilanlBLn（NationalldOntity)、②

PambansangPaRkakaisa（NationalUnity)、

③PambansangKatapaIan（NationaLoyal‐

ty)である。

①PambansangPagkakakilanlanとはｆど

もの批判的な恵識を発達させ、111分１ｺ身を認め、

フィリピン人になることを誇りにもつこと。②

PambansangPagkakaisaとは、｜将来わたし

たちの国にたいする人々の希望と統仁を実現する

代表者を認識することによって、わき出るような

愛lnil心を喚起すること。③PambansanRKat‐

apatanとは、月分と他者とそして風の発股させ

るために''1らの才能を提供すること。すなわち'河

にたいする城実さをもたせること、である。以上

をとおして子どもたちには、ナショナリズムおも

にフィリピン人としてのIdonLityが促進される

ことが期待されている。小論では以上二つの概念

を促進することをKationalization（|測民化・氏

族自立)'７１として包括した。

３，｜dentity形成と植民地的なものからの自立

の視点

1966年、フィリピンの歴史家、レナトコンス

タンティーノはフィリピンにおける教育の基本的

目的は「民族としての存続を保障するものである

べきだ｡j81と述べた。彼の教育に対する問題意識

は次の二点に要約される'91.①植民地教育によっ

て、英語が指導言語として導入され、フィリピン

人としての思考とIdentityを失ったこと。②植

民地教育によってフィリピンが本質的に農業国で

あると教えこまれ、アメリカ製品の流人によって

文化のアメリカ化が促進され、アメリカなしには

生存できないと教化された事。

そしてコンスタンティーノは、この望点に関し

て、｜外国の支配者（②）と自分たち（①）の両

方について歪んだ意見を形成するようになった。

この歪みを訂すことこそ教育の働きである｡」と

教育への期待を述べ、「今われわれは自分自身に

ついて、自らの救済について、自らの未来につい

て考えるべきである。この企てについて若者の心

を準伽しないかぎり、われわれはいつまでも明確

な目標と民族維持の保障を欠いた痛ましい人間集

団でありつづけるだろう｡｣0,と結んだ。コンスタ

２，TheNewEIementarySchoolCurriculｕｍ

が示したNationalization

前述、里井洋一・SantiagoOHigginsJr

「フィリピンにおける小学校社会科（１）－３

学年の授業にみる『ナショナリズム』教育一一」

は、小学校３年教科書の検討の上にたってある一

つの授業を位置づけた。小論では日本の学習指

導要領にあたるTheNewEIementarySchool

Curriculuｍ（以下NESCと表記）と教科瞥の歴

史的記述を分析することによって、NationalL

zation（国民化・民族自立）を考えていく。

フィリピン小学校社会科の習得すべき一般概念

は、1983年以後現在実施されているNESＣ市民

・文化（１～３年）科、地理・歴史・市民科（４

～６年）「序文」によると①Pambansang
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ンティーノのような考え方がフィリピン人インテ

リ層にある程度定着し始めるのは1960年代も後半

に入ってからだという''0。

スラム教を信じる13の新マレー系民族が１割弱を

占める。また山岳地帯にはアミニズム維持してい

る先マレー系の人々が住み、言語学的には100を

越える民族に分けられている。また中国系の人々

も全人口の１％弱をしめる。イスラム系の民族や

山囲民族の大半はフィリピン人だというInentity

をもたないというｏｎ、現実が横たわっている。調

査ではこの点に関する「他のエスニック集団（例

えばイスラム教徒、ネグリト、ポントック等）を

フィリピン国家共同体の一員であるという認識」

があるかどうかと小学生に問ったところ５点満点

中1.71と低い水準を示した０３･

市川によれば、ドロニラはこれらの小学生の調

査結果から、教育借款プロジェクトで作られた教

科書を次のように評価する。「プロジェクトの教

科書はナショナルアイデンティティの形成に貢献

するものではなかったと結論づけられている。教

科書の内容が国家の団結や国民としてのアイデン

ティティに欠けた知識構造を固定化するものであ

ると分析した後でドロニラは、このような実態を

隠蔽するためにナショナルアイデンティティの形

成というレトリックが用いられたことに対して批

判をなげかけている。09」マルコス戒厳令下で作

られたプロジェクト教科書がナショナルアイデン

ティティの形成に貢献するものではなかったとい

う。ドロニラの調査は市川も指摘するように教科

書内容の個々の事例等が挙げられていない等いく

つかの問題点もある。しかし、1980年代初頭の教

科醤の動向とフィリピン人小学生のナショナリズ

ム認識を知る上では重要な調査といえよう。

以下､コンスタンティーノが提起した①Identi‐

ty形成と②経済的自立の視点とドロニラが提起
した③ＥＴＨＮＩＣ統合の視点から、ＮESC⑩社会

科（低学年は市民・文化科、高学年は地理・歴史

・市民科）と教科書歴史的記述を吟味する。歴史

的記述を扱う理由は、学習者の三つの視点による

問題意識形成には、歴史認識が重要だと考えるか

らである。

なお､教科書は下記のものを吟味の対象とする。

市民・文化科１学年教科書一（以下１年教科

書と表記）

MenardoAnda，RubenMilambiling,Tere‐

sitaBattad1RosellaGolloso，Erlinda

４，ＥＴＨＮｌＣ統合の視点

1972年、マルコス大統領が戒厳令を施行した。

その結果、「従来の政治理念であったアメリカ型

民主主義への決別がつげられ、国内の社会不安に

対処するための平等原理・社会正鍵と現体制の正

統性を主張するための民族的独自性と政治過程が

強調されるようになった｡ﾉﾖ。また、教育目標も

「青少年の市民的能力の育成ｊ'から「祖国愛を

養い、国民の義務を救え、人格、人間としての規

律および科学的、技術的、職業的能力を発達させ

る似に変化した．

そういう体制の中、1977～82年に教育借款プロ

ジェクトによって発行された教科書の内容分析と

学校調査が1982年にドロニラによって行われた。

その概要は市川誠氏によって「フィリピン教科書

プロジェクトによるナショナル・アイデンティ

ティ形成の評価一教科書の内容分析と学校調

査をもとにして－j１，として報告されている。

以下市川報告を通して、先にレナト・コンスタン

ティーノが提起した二点がドロニラの調査ではど

うだったのかみていくことにする。

－点目はフィリピン人としてのIdentity形成

の問題である。この点に関して、マニラ首都圏小

学生を対象にドロニラは次のように質問した。

｢フィリピン、日本、サウジアラビア、アメリカ、

ソ連を自分の母国としたい順にならべなさい｡｣。

その結果、フィリピンという選択肢は常に２～３

番目（５点満点中2,83）に置かれ、回答者の多く

は－番目にアメリカと答えたという。また、二点

目の｢国の自立による発展という目標への献身(特

に植民地的地位からの脱却という目標に関し

て)」は５点満点で0.80という極めて低い数値を

示した00．

ドロニラの調査報告では、レナト・コンスタン

ティーノが提起した二点以外の三つ目の問題を提

起している。それは多様なＥＴＨＮＩＣをフィリピ

ン人として統合する問題である。フィリピンフィ

リピン諸島の諸民族（ETHNIC）の構成は複雑

で８つの新マレー系民族が人口の９割を占め、イ
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４年教科響の冒頭には下記のように歴史学習の

意味が記されている．

ＭｅｄｉｎａｒＣＩＶＩＣＳＡＮＤＣＵＬＴＵＲＥ１

ｏｎｅＣＯＵＮＴＲＹＯｎｅＰＥＯＰＬＥ』ＶＩＢＡＬ

ＰＵＢＬＩＳＨＩＮＧＨＯＵＳＥ,ＩＮＣ、１９９４

市民・文化科２学年教科書一（以下２年教科

瞥と表記）

MenardoAnda，TeresitaBattad，Rosella

Golloso，RubenMilambiling，Ｔ塊sita

Dimayuga，CarmelitaReyes．『ＣＩＶＩＣＳ
ＡＮＤＣＵＬＴＵＲＥ２０ｎｅＣＯＵＮＴＲＹＯｎｅ

ＰＥＯＰＬＥ』ＶＩＢＡＬＰＵＢＬＩＳＨＩＮＧＨＯＵＳＥ，

ＩＮＯ１９９４

市民・文化科３学年教科嘗一（以下３年教科

書と表記）

RosellaGolloso，Ｏ｢eriaAnda，Teresita

Dimayu宵a，RubenMilambiling，Toresita

Battad，『ＣＩＶＩＣＳＡＮＤＯＵＬＴＵＲＥ３０ｎｅ

ＣＯＵＮＴＲＹＯｎｅＰＥＯＰＬ[ＭＶＩＢＡＬＰＵＢ‐

ＬＩＳＨＩＮＧＨＯＵＳＥ，ＩＮＯ１９９４

地理・歴史・市民科４学年教科醤一（以下４

学年教科書と表記）

ＩＭＥＬＤＡＱＵＥＪＡＮＯＰＥＲＤＺ,ＡＵＲＥＬＩＡ

ＯＴＵＭＢＡＧＡ『ＣＩＶＩＣＳＡＮＤＣＵＬＴＵＲＥ

４』PHOENIXPUBLISHINGHOUSm

INC､１９８７

地理・歴史・市民科５学年教科書一（以下５

学年教科書と表記）

ＧＲＥＣＥＮＣＩＡＶ・ＦＬＯＲＥＳ『ＣＩＶＩＣＳＡＮＤ

ＣＵＬＴＵＲＥ５』ＰＨＯＥＮＩＸＰＵＢＬＩＳＨＩＮＧ

ＨＯＵＳＩＥ,ＩＮＱ１９８７

すべて英文であり、フィリピンの私立学校で使用

されているものである､0．

４HIX教科欝叙述①「なぜ、過去を知るべきなの

かＩ（108～109ページ）

ＨｏｗｗｏｌｉｖｅｔｏｄａｙｈａｓｉｔｓｒｏｏｔｓｉｎＩｈｅpast、

ThestorywetelLtheGodweworship,Lhe

eventswecelebraIe，ｔｈｅｆｏｌｋｓｏｎｇｓｗｅｓｉｎｇ，

Ｅｍｄｔｈｅｗａｙｗｅｔｒｅａｔｅａｃｈｏｔｈｅｒａｒｅａｆew

exampleofwhatwelearnedfromｔｈｅｏｌｄ

ｄａｙｓ、

KnowingLhepastwillhelpusunderstand

thepresonLManypGoplesaythathistory

r0peatsitsclf．ＴｈｅｈａｐｐｏｎｉｎｇｓｉｎＬｈｏ

ｐａｓｔｍａｙｔａｋｏｐｌａｃｅａｇａｍｉｎａｍｏｒｅｏｒｌＧｓｓ

ｓｉｍｉｌａｒｗａｙ，Ｔｈｅｏｖｅｎｔｓｍａｙｎｏｔｂｅｃｏｍ‐

pIotelyalike・Ｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍｓｍａｙｉｎｓｏｍｏ

ｗａｙｂＧｄｉｆｆｅrentbuttheproblemsand

solutio几ｓｑ/､ﾋﾉｚｅｐａｓＣｍｃｑｙｈｅｌｐｕｓｓｏｂｅｓｉｍ‐

jJQ「probJemstodqy・Ｔｈｅｃａｕｓｅｓｏｆｔｈｅ

ｐｒｏｂｌｅｍｓｉｎｔｈｅｐａsｔｍＥＬｙｂｅｔｈｅｓａｍｅ

ｃａｕｓｅｓｗefindtoday・Ｋｎｏｗｉｎｇｔｈｅｓｅｃａｎ

ｈｅｌｐｕｓａｖｏｉｄｃｏｍｍittingthemmemjs‐

ｍｈｅｓ、Aknowledgeofthepastcanalsohelp

uspredictthefuture、

Wecanforeseetheeffectsofwｈａｔｗｅｄｏ

ａｔｐｒｅｓｅｎｔｂｙｌｏｏｋｉｎｇｂａｃｋａtsimilarhap‐

peningsfiftyyearsorevenhundredsofyears

ago．Ｓomehowtheremightbesimilarities，

ＷｉＩｈｔｈｉｓｉｎｍｉｎｄ,wecanmakebetterplans

forthefuture・

Ａｓｗｅｂｅｇｉｎｔｏｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｏｕｒｐｅｏｐｌｅand

nationthrouRhastudyoftheoldentimes，

uﾉｅＺｍｒｌｚＺｏｑｐｐｒｅｃｉａｔｅＬｕﾉiO'onrpeqpleacZea

irLLﾉLoseuノロツ８．Wewilllearntoloveourpeo‐

pleandourcustomSandtraditionsmore・

WebecomeproudtobeFilipinos，

要点は次の二点である。一つは歴史を学ぶこと

が今日の問題を解決することに役立つということ

である。二つめは、歴史において人々がなぜ行動

したのかの真意を学んだ時、今まで以上にフィリ

ピン人（習慣や伝統）を愛し、誇りを持てるよう

になるということである。歴史学習は現在の問題

二、Nationalldentity形成と歴史的事実

NESＣ市民文化科すなわち社会科１年～３

年のカリキュラムの冒頭から四割余の分量が、

Nationalization三概念の一つ、Nationallden‐

tity／Prideの形成を目標とする記述で埋められ

ている。ここでは、Nationalldentity形成を

はかるための歴史的事実をＮＥＳＣや教科書がど

のように叙述しているのかをみてみることにす

る。

１，Nationalldentity形成のための歴史学習

－２０－



}Mルフイリビンにおける小学校社会Ｉ;|､、

解決に役立ち、歴史の中の民衆の行動の真の懲味

を'''1解すればフィリピン人に縛りを持ち、Iden

tityを砿,蝦できるというのである｡

ホセ・リサールを記念するｌＩｊＷ:公園である。マ

ニラ湾沿いの海111にある。ホセ・リサールはスペ

インによって、l896fIilO)I30I1殺された国民的英

&鵬である`,そのｳﾋﾟの'１%(|ﾉﾘはフィリピンの人々をス

ペインが|,欝待する邸を〈li発した彼の二冊の偉大な

本にあると、戦科徽はi爵う゜

この後、敬科僻1iLlkliでは下記の場劒『が続く

(2)カビテにある1898年独Jk宣意の場所すなわち

アギナルドｉＩｌｌｌ(|：

(1)(2)で、スペインにたいするりlIMjliｻﾞﾄが描かれ

ることとなる`小lLiIIにiiWかれていることから､フィ

リピン人のスペインからの独jIj':が２ｲﾄﾞ敬科轡にお

いていかにｉｉｉ視されているかわかる⑨

教科ilWiiLl述はつづいて次のように続く。

’3)パターンにある対１１戦戦クピフイリピン氏上の

ｌｉｄ念'''１

(4)コレヒドールにある人､1ＷI戦争lid念碑

(5)マクタンパガにある股Ⅲ什徴マゼランを倒したラ

プラプのiii｣念碑

(6)セプ島にある始めて妓初のミサがおこなわれ

たマゼランクロス

(7)ミンダナオ島のラナオにあるスペインに屈伏

しなかったスルタン、グダラットの要塞

(8)スペイン、アメリカの総督の屋敷であり、後

大統領簡邸となり、博物館として民衆に開放

されているマラカニアン宮殿

(9)1986年マルコスを倒した記念すべき場所

ＥＤＳアベニュー

（101その他

ｉＮＥＳＣ２年市民文化科ｉは、この記述の該当

祁分をFiiI｣のように述べる。

２、フィリピン民衆の独立（自立）のために闘っ

た場所

ついでﾄﾞijdの２ｲ1V|i教科111:！;d述をみていただ

きたい`，

211ﾘ|i救科bl1iiUl述(ｐ（64ページ）

第１１１１ﾉＧＷｉｉＡｌ(ｌｉＰＲＯＵＩ）０Ｆ（)し1１ｔ

ＣＯＵＭ､l(Ｙ

第６，MＭ（)Ｕｌ（１１１s'ＩＤＲ[ＣＡＬＩ》ｌＪＡＣＩｉ

ＭＩｌｎｖｊｍｐ()ｒｔｎｎｔｃｖｃｎＬｓｈｌ｣ｐpen(Pｄｉｎ（,llY・

(H《)ｕｎｌｒｖｍｆｌｎｙｙ(M'1｢Ｈ（1R()．ＷＣｈｆｗｃｌ)lIlCo＄

thllLwillhclpLl鳥ｒｃｍ(1lTlbcrthcm・T1lcH(P

pl$1(ＢＩ１Ｒｆ１｢(9ｉｍｐ()】･ｌｆｌｎＬｔ(１１１急ｌＩ１ｉｌｉｌ)ｉｎ(〕Ｈ｝)(!(･alls(､

Ｌｈｌｉｙｒ〔Ｐｎ１ｉｎ〔ｌｕＨｏ「〔)ｕｒｆｌｎｃ(ｿHtDr翁ｗｈ(）「oulrhL

｢ｏｒｏｕｒｉｎｄｃｐｅｎｄ⑨､c〔1．ＷｃｃａｎＬｈ(1$⑧ｈＭｏｒｉ‐

calplaccs・

WohavohistoricalplacesalloverthecouL

try・Ｗｏｃａｎｓｃｏｔｈｏｍｉ、ｌ』uzonoVisayasand

Mindanao・

フィリピン人にとって大切な場所、すなわち膝

史的な場所が二年生の教科響では規定されてい

る。膝史的な場所とはフィリピン人（私たち）の

独1ｋ（向立）のために戦った祖先を思いおこすた

めの場所であるという。その具体的な場所の一鴇

Ⅱの記述は下iiuのRizalParkである。

２年雌教科｢M:記述②（65ページ）

(1)Riza】Ｐａｒｋ

ＬｕｎｏＬａｉｓａｌｏｎＲｔｈＧｃ(》a島Ｌ（》『Ｍ&ｌｎｉｌａｌｌａｙ・

Ｉｔｉ烏ｎｏｗ〔湖11(〕(ｌＲｊ務ａｌｌ〕【ｌｒｋ，ｏｕｒ、〔lLional

l〕ａｒｋ・RizalParkisahistoricalplflce・

llGrc，Ｄｒ，JosoRizal，ournaLionalhero、

ｗａｓshotbytheSpaniardsonDecombcr30,

1896．Ａｔｔｈａｔｔｉｍｅ，theplacewasknownas

Bagumbayan・Rizaldidnotliketheway

theSpaniardstreatedtheFilipinopeople・

Hewroteaboutthismhisgreatbooks,Noli

MeTangereandElFilibusterismoSothe

SpaniardsshothimToday，Rizarsmon-

umentisattheBiz2lPark．

［，NaLionaIMcnIjty／ＰＦｉｄｏ

フィリピン人やＩｌｉｌｈフィリピンを確かめる蝋に

IIli値を見いだすことができた。

dHistoricalPlaceofthenationを価値づけ

ることができた。

１．HistoricalPlaceofthenationを認識

することができた。

２，いくつかの歴史的場所でおこった価値あ

る事件を表現することができた。

ＮESCはHistoricalPlaceolthenationに子

－２１－
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いといわれているムスリムをフィリピン人として

統合しようとし、この教科Ｔｌ}で`､jたぶ学ｉｗｆに対し

てはムスリムフィリピン人に侮りをもたせようと

していることが分かる『，これはスペインからHIw

しようとIjll.⑩大リサールやアギナルドとI1ilﾀﾞﾘにiiW

こうとしたものといえよう。

｛3)はパターンにある対'１戦戦タピフィリピン１１'：

のＩｉＬｌ念碑、（ｲ)はコレヒドールにある人､ｗ樅戦'｢riiu

念,M1である《，Ｉｉｗｆは'１本に対して'jMつたうイリピ

ン人１１|」の勿知と壇!'(|心を,jNiえるものとなってい

る`,後（(よアメリ力とフィリピン入り]（のfwfを

Ｍ１iえるものとＡｌ:．’ている㈹以'：．．〈'2靴'';}'1$には、

スペインや,,水か,:,のＭｌ１ＸのⅡ)|いはⅢid述さｵしてい

るが７（１）ピンをl1IilQ地にしたもうつの'1リアメ

リカにAl-ilる独,xのＩＭＩいが１１１(いことにkiづくい

どもが価値を見いだせることを求めている。その

｣:位周椴はNfnLionalId⑥nLiLy／Ｐrideをｆども

に持たせたいということである“教科,!；はその'｜

槻を述成するために｜フィリピン民紫の独W:（｢｜

立）のために闘った墹所’を股疋し1iliiiuにみてき

たように具体的な場ﾘｸﾞiを雛げている。

３、スペイン・日本からの独立の闘い

上,１Jの膝史的場,jliをＩｌＩｉ代'１'(iに縦Ｈ１!すると次のよ

うになるだろう,，

スペイン優1,iにたいするlN1い…(51(7Ⅱ|楓(6)

スペインからの独戒のためのＭＩＩい－（lX2）

’1本に対する闘い…(3)(4)

マルコス(ＩＭＩ奴)にたいずろ'０'１い(9)(､I胸(8)

すなわち、スペイン、’Ｍｘ、マルコスからの'1'’

肱〔,`,w:）のＩｌｌｌいにフィリピン人としてM)iりをも

たせＭ⑨ntilyを形成しようというのである`､

(5)のラプラプのマゼランにたいする闘いについ

てはすでにＭｘにも紺介されている②。(7)はスペ

インに征服されなかったムスリムの人々の叙述で

ある。まずはその教科ｗＩ拙述をみていただきた

い。

４、アメリカに対する闘い

レナト・コンスクンティーノは、リサールをス

ペインの111敗のJIP光を`Ili:仏した人物として,iWilliは

するが、フィリピン独i/;の為に|州った人物として

はii0Williしない｡逆に独1kを:1A叛しなかった人物だ

からアメリカによって英雄として祭りあげられた

のだという聯。またスペインからの狐}X宣iirをし

たアギナルドに対しては、アメリカへの卑舳さ、

１１本へのＭＩＩﾉJ鰈から奥のL@族i:幾者ではなかった

としている例。そして、レナトはアメリカ文配に

たいし、災圃的な扱抗連動は分<なかった。とい

うフィリピン人の歴史認織が形成されてきたこと

を''１１趣にする。以上のレナト・コンスクンティー

ノの｣{張、すなわち、アメリカに対する闘いとい

う観点からＮＥＲＣと牧科ill:の臓山iiU述を瀞えて

みる。

NliiH〔ｗｌイIi地'''1・)lWMl・公l(では、；フィリピ

ン史化にアメリカがおよぼしたMj禅のi柵を選択

することができた。１５１↓ｆＮＩ０)Scではより|ﾘ|雌に

｜フィリピンにおけるアメリカ政府の統治を}(i否

したフィリピン人英雄を叙述することができ

た｡」とされている。ＮESCでは高学年、特に５

年の歴史学習では明瞭にアメリカへの抵抗した

人々を英雄として位置づけ、コンスタンティーノ

の見解が反映している。

では教科識ではどうなのだろうか。

本分析に使用した】～３年の教科書には、アメ

２年生教科錦凸述③（69ページ）

(7)TheForto｢SultlmKudarat

TheMuslimFilipin()Bwercneverc[〕昨

ｑｕＧｒ０ｄｈｙ「０１℃ilrncr葛．ＴｈａｔｉｓｗｈｙＬｈｅｙａｒｃ

ｃａｕｅ(１１.ｈｅ‘Uncon(luerodFilipinoFighLers.，

ＯｒＩｃｏｆｔｈｏｍｗｎｓＳｕｌＩｎｎＫｌｌ(IaraLSulLHn

Kudaratdel0ndGdhi5pcoplc．ａ宵ainstSpan-

ishc()nquc｢()r息．

１１。「ｏｕＲ１１Ｉｌ)ruwclylwl(ＩＩｘｗｃｒｓｕｒｒ〔9,.〔w(!〔l

untiI11odiIv(1．’１，()(llDy1SulI(ｕｎＫｕ(lnrUl,H

mozlllm【1nliHIYoljllI1inllllnylM1、lJanHM1ill

MindllnlM〕,

この記述では、ムスリムフィリピン人は外国人

によって決して征服されなかった人々として登場

する。そしてそれ故に彼らが「征服されなかった

フィリピン人の戦士」と呼ばれると記述され、そ

の中の一人としてスペイン征服者から民衆を守っ

た人としてスルタン・クダラトが描かれている。

教科轡はフィリピン人してのldentityをもたな

2２
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リカ支配に対する抵抗は記述されていない｡ただ、

前述.里井・Higgins「フィリピンにおける小学

校社会科（１）｜では、あるフィリピン語３年教

科書において、アメリカに対する抵抗記述がある

ことを紹介している⑬。

４年教科書（145ページ)では､アメリカはフィ

リピン独立の欝論を封じ、それに反対して演劇で

表現したＡbadやTolentinoが投獄や逮捕され

てまでアメリカに投降することを拒否したフィリ

ピン人リーダーが描かれている。

５年歴史教科書では、下記にみるように目次そ

のものの中に「アメリカとの闘い］が意識化され

ている。

２．２自由と権利を得るための共同と連帯

によってなしとげられた英雄主義につ

いて話あうことができた。

3．民主主義の再確立の重要性を指摘すること

ができた。

３．１民主主義政府の方法をあげることが

できた。

３．２民主主義の擁護と保持の方法につい

て話あうことができた。

小論で使用した教科書中、TheEDSARevolu-

tionが最初に登場するのは下記の２年教科書記

述である。

単元３私たち国の発展に対するアメリカや日

本の役割

第１章統治権の疑問

▼切迫するフィリピンとアメリカの衝突

▼フィリピン・アメリカの交戦

▼地方での交戦

▼独立を求める戦争での英雄的行為

▼フィリピン愛国者たちの陥落

２年生教科書記述④（71ページ）

EpifaniodelosSantosAvenue（ＥＤＳＡ）

TheEDSARevolutionhappenedonFebru‐

ａｒｙ22-25,1986．ＩｔｉｓａｌｓｏｋｎｏｗｎａｓＰｅｏｐｌｅ

ＰｏｗｅｒRevolution，Millionso【Filipinos

usedpeacefulmeanstobefreefromthe20-

yearruleofFerdmandmMarcos，

Theygatheredandprayed･Todaywe

celebratethe25thofFebruaryasNational

PeoplesDay，TheFilipinosloveofFrGedom

EmdUnitywillalwaysberememberedonthe

NationalPeoplesDay

５，ＴｈｅＥＤＳＡＲｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

ｌ９８６年２月フィリピン民衆の平和的な手段に

よって､マルコス大統領はフィリピンから去った。

フィリピンではこの日をNationalPeoplesDay．
と位置づけ祝日としている。

５年ＮESCは最後の部分でこの民衆の闘いを

下記のように位置づける。

マルコスを倒した1986年の革命を記念する

EpifaniodelosSantosAvenue（EＤＳＡ）を紹

介する記述である。ここでは、フィリピン民衆が

集会・祈りという平和的な手段によってマルコス

独裁を倒したことを価値づける。圧政から平和的

に自立すること。それを何百万人の人々の連帯の

元におこなわれた事実に、フィリピン人としての

誇りと自覚を求めている｡それ故に､教科書は「だ

から自由と連帯を愛するフィリピン人はthe

NationalPeoplesDayをいつも心に刻みつづけ

るだろう｡」という表現で終わっている。

同様の記述が３年ではフィリピン人の特質

「Peace-Loving」として、４年では第４単元

「LivingTogetherAsFilipinosinTheNew

Republic」の冒頭で、５年では通史の中でその

経過を詳細に記述している。

Ⅷ公正な生活様式を得るための共同や闘争に

おけるフィリピン人によって示された愛国心

の重要性・価値を指摘することができた。

Ｂ平和的な方法で再び民主主義を得ることが

できたフィリピン人の闘いに誇りをもつこと

ができた。

１，人々の力を導いた出来事を発見することが

できた。

２．１９８６年２月25日ＥＤＳＡ革命を叙述するこ

とができた。

２．１マスコミの重要性について言明でき

た。

－２３－
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ろ。私たちの鉱山企業はアメリカ人の株主であ

る｡」とし、このような状況ではフィリピン経済

の自立ができないと結論づけている。

４年教科雷では、新共和国（フィリピンではこ

の革命以後を第４共和制という）の未来を共に築

いていこうという前提としてIBDSARevolution

は位置づけられている。それ程重要な歴史的事件

である。 ２，軍事的従属の問題

1947年ロハス大統傾はアメリカと顕事基地協

定を締結したi、。そして1992年フィリピンから

米軍埜地はなくなる鯛わけだが、４年教科書発行

（1987年）の時点ではまだ軍事基地はあった。４

年教科書は米軍基地に関して次のように叙述す

る。

三、植民地的なものからの自立

本章ではレナトコンスタンティーノが提起し

た二つ目の問題、すなわち「植民地的なものＩを

どのようにＮESCや教科齋が記述し、それを克

服するための展望を何にみいだしているのかを見

ていくことにする。 ４{l：教科群記述③（155ページ）

TheAmericanmilitarybasosromaiｎｅｄ

ｉｎｏｕｒｃｏｕｎｔｒｙ・ClaroMRectooneofour

courageousnationalｉｓｔｓｉｎｔｈｅｌ９５０ｓｏｓａｗ

ｔｈＧｄａｎｇｅｒｓｐｏscdbythepresenceofthese

basos、IIoexposedtheseinhisspeochesⅢand

todaymoreandmoreFilipmoshavebegun
toseethewisdominhisideas、

４年教科書は1950年代、レクトは（４年教科

書はレクトを勇敢なnationalistの一人だとい

う）米軍基地の駐留の危険性を指摘し、現在、彼

の先見性は多くのフィリピン人によって評価され

始めているとレクトを肯定的に評価している。テ

オドロ・アゴンシルリョ『フィリピン史物語』に

よれば、レクトが指摘した問題とは、アメリカと

ともに戦争になるという危険性であり、米軍基地

内のアメリカ人が治外法権特権を持っていた点に

ある鰯。

１，経済的従属の視点

下細の４年教科慨:のiid述は、戦争によって破壊

されたフィリピン経済を、アメリカによる戦後復

興援助によって建て直すかどうかという歴史の分

岐点を問題にしたものである。

４年教科書記述②（149ページ）

PresidentManuelRoxas，thePresident

ofthePhilippinesatthattime,hadtodecide

whetherornottoaccepｔｔｈｅｏｆ『er・ThePhil‐

ippinesneededtorebuildthenatioｎｂｕｔ

ｔｈｅｒｅｗａｓｎｏｍｏｎｅｙｔｏｕｇｅｆｏｒｒｅconstruc‐

tion、Finally，hemadethepainfuldecision

toaccepttheoffertogetherwiththeco､｡i‐

tionthatwentwiththemoney・Whatdoyou

thinkweretheeffectsofthisarrBLngement？

zbdpDノｍｕｃｈｑ／our6usirzess，ｂα"んjrzg，

α凡ｄｍａｎｕ/bctzJrmgind皿strjesa7eco几troZJed

byAmemcaJzsu几ｄＡｍｃ７ｉｃａ几ｃｏｍｐａｍｅｓ，

ＯＬ4｢、j"ｍｇｃｏｍｐＱ'0.Gs/icLueAmericQ几

slocAhoZders・VeryfewFilipino-owned

establishmentscanprosperinthiscondition・

上記の記述は、アメリカが援助するの代わりに

フィリピンの資源使用槽をアメリカが得るという

ベル通商法､､を結んだロハス大統領の決意はそれ

でよかったどうかを前半分で学習者に問ってい

る。そして後半部分では、下線部分にみるように

「今日、私たちの仕事の多く、銀行、手工業はア

メリカ人やアメリカの会社によって管理されてい

３，政治腐敗の視点

次は政治家の腐敗問題である。まずは下記の５

年教科欝第４単元第６章「現在の問題｣(153～169

ページ）の目次を見ていただきたい。

第６章現在の問題

▼収賄と買収▼汚い政治

▼金持ちや権力者のためのある種の公正と貧乏

人のためのもう一つの公正

▼政府に対する信頼の欠如▼価値基準の低下

▼富の分配の不均一▼貧困

▼和解へのアキノの試み▼物価の高騰

▼新人民軍とモロ民族解放戦線

－２４－
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▼なぜ、私たちは過去を知るべきなのか。▼先

史と歴史

第２課先史時代の始まり（112～118）

▼氷河時代▼先史時代のフィリピン人▼結

論

第３課アジアの仲間の人々との古い時代の関係

（119～122）

（インド，アラビア，中国）▼結論

第４課バランガイ（123～128）

▼共同体▼家▼経済▼共同体の指導者達

▼社会階層▼法と裁判▼結論

第５課スペイン以前の古きよき日々

（129～135）

▼宗教と信仰▼習慣と伝統▼求婚と結婚の

しきたり▼葬礼▼文学と音楽

▼芸術▼文字▼科学▼結論

第６課スペインの統治（135～144）

▼マゼラン▼政治的影響▼経済的影響

▼社会的文化的影響▼結論

第７課アメリカ人の足跡（144～152）

▼政治的影響▼経済的影響▼経済的文化的

開発▼結論

第８課戦時下と日本（153～155）

▼結論

第９課今は私たちが築きあげる時です。（155～

160）

▼政治状況▼経済状況▼社会的文化的状況

▼結論

▼多国籍企業▼1986年の大統領選挙

▼ナムフレル▼投票前の活動

▼投票の日▼投票の後▼勝者

▼HＤＳＡの奇跡▼アキノの政府

▼患法制定議会▼内閣

現在の問題の獄頭はｉ収賄と買収」「汚い政治」

で始まり｜政府不信｣|価値雑準の低下」と続く。

このような政治腐敗化の原因を４年教科書は次の

ように述べる。

４年教科灘記述④（155ページ）

ＯｎＪｕｌｙ４，１９４６．theAmericansdoclared

Philippincindependence、OurelGctedlead‐

crstriedtogovernthecountry「ollowing

IheAmoricandcmocraticsystemo「govern‐

menLbu0someﾉioLu，〔yZelIongyeQrsQ／

bed几gcoZo几にed,ourにaders/bu'Lditd”cuZC

/ｂｒｔｈｅＰｈＺｌｍｐｍｅｓｔｏ６ｅ２ｒ必ｌｙｊ几d2pe'2Ｃｌｅｎｄ

ｑｎｄＺｏｂｅｏ几ｏＬＬｒｏ山几,mmEczgi喀olLrgoDe7"

ｍｅ几ｔｑﾉﾂﾛirs、ManyFilipinoleaderswere

brillinrltandhonestinoffice6uti几ｔｈｅｅｎｄ

ｚﾉｉｅｙｕﾉe7edq/ｾαにｄｂｙｔｈｅｓｙｓｔｅｎｚＱｚｉｃｇ'９α/Ｚ

α几dcoFrUptio几ＬｈａＬｑ/ＥＧＦﾚﾉＬｅｊｂＵｐａ几ese

occUpaDio几,becameqFYZjPj几Cuﾉ〔Zyq/J旅．

ここでは政治腐敗の原因を二つ挙げている。－

つは長い植民地下の後、真に独立するのが困難で

あると政治家が認識した事と、二つ目は日本占領

下の後フィリピン人の生活方法となった収賄・買

収構造に、当初正直で立派な政治家が陥ってし

まった事である。 目次構成は下記の４年ＮＥＳＣを反映してい

る。反映部分に教科書の該当する部分（課）をあ

てみると次のようになる。４，植民地以前の社会に見いだした展望

前述のような現在の問題状況に対して、フィリ

ピン人の伝統（文化）にその展望、言い方を変え

るならばIdcntjityを見いだそうと４年教科寳歴

史記述は構成する｡以下この点について考察する。

まずは下記の４年教科瞥歴史記述の目次を見て

いただきたい。

、フィリピン人であることを私達に確信させ

る文化を意味づけることができた。

Ａ･他の人々と結びつく以前にフィリピン人自

身の土地と文化をもっていたことに誇りをも

つことができた。－－第２課

１．フィリピンが4300万年前からあったことを

言うことができた。

２．現在と同じ構造の島々が約200万年前から

あったことを言えた。

ａＦＩＲＳＴＦＩＬＩＰＩＮＯＳがかれら自身の文

４年教科書の歴史叙述部分の目次構成（ページ）

第３単元，私たちの国の伝統

第１課過去を知ることと現在を理解すること

（108～111）

－２５－
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きた。

１．１．２スペイン人と鰍初に接触した

わが国の場所の１.然地｣Hl1的状ｶﾞﾑを知るこ

とができた。

１．２スペイン11ｹ代のフィリピン文化に対

するよい鵬僻と悠い影縛を’ガうことができ

た。

１．３スペイン文化にたいするフィリピン

人の反応をｌＩｌであったかを話あうことがで

きた。

1．３．１森の'１１にいたいくつかのエス

ニヅクグループのhji緋文化を、スペイン

人は変えることができなか-〕たのかどう

か}筒柵することができたい

｜、３．２なぜ、フィリピンのキリスト

教が、、1/hlillにﾉ|{きるための椛利と「lIllを

岐後まで|州い広げなかったのか『i､うこと

ができた。

２．アメリカと|と|本時代のフィリピン文化の変

化を説明することができた。

－第７課・第８課一一

２．lフィリピンがアメリカの植民地にな

る途中でおこった事件を叙述することがで

きた。

２．２アメリカ統治によっておこったフィ

リピン文化の変化の幾つかを知ることがで

きた。

２．３フイリピン文化にアメリカ合州国が

およぼした影響の善悪を選択することがで

きた。

２．４どのように日本時代の間にフィリピ

ン文化が前進したのか指摘することができ

た。

、．学んできた先行文化の考えられる形縛につ

いて発見することができた。

１．わが国の歴史上の重要事件の幾つかを知る

ための年表を使用することができた。

２．学んできた出来事を指摘することができた。

３．先行文化の影響を認識することができた。

化をもっていたことを柾明できた。
－－節４．５課

３．１識がＦＩＨＳＴＦＩＬＩＰＩＮＯＳなのかを

知ることが出来た。

３，２FIItSTF1I,Ⅱ〕|Ｎ()Ｓの脈を述べる

ことができた。

３．３文化の物鐡部分と非物質部分を叙述

することができた。

３．４文化の物質部分と非物質部分に誇り

をもつことができた。

４．ＦＩＲＳＴＦＩｌＪＩｌ〕ＩＮＯＳがかれら倒身の家を

建てようと魁感した地卵的状iMを脱iUＩするこ

とができた．－…鮒４１iⅢのｉＷｌｊ

４．１ＦＩＩ(ＳＴＦｌＭＩｊＩＮ()Sの家のﾄﾞﾘlilijを

叙述できた。

４．２家の特徴をIILいだすことができた。

Ｂ、わが側の文化共|【i１体の''１に、アジア文化の

伝逮がどのように虞1M(したのか説|ﾘＩすること

ができた。－－節３裸

１．わが国が接触してきた鍍初の外国人を知る

ことができた。

２．外国人と懲志仏述を促進した環境の特性を

指摘することができた。

ａフィリピン人の古い文化は餓初の外国人の

賞献によるものであることを叙述できた。

４．アジアや太平洋の凶々の文化にフィリピン

人の質献があることを知ることができた。

例．ポリネシアやメラネシア

５．フィリピンに鍛初に接触してきたアジアの

国々の位臘を地図で指し示すことができた。

５．lフィリピンとその場所の距離表記を

縮尺を使って表すことができた。

ｃ・フィリピンに接触してきた外側の文化がど

のようにして、フィリピン文化に影ＩＭＩした

か蝋明することができた。

１．スペインとの接触の影瀞によってフィリピ

■ﾝ文化のおこりうる変化を話あうことができ

いた｡;－第６課、

≦へ１．;()Ｉフィリピンがスペインの一部になる

～ｗ途中でおこった事件を叙述することができ

`ｺﾉﾅ」}た。ごJ二丁．

,～と１．／lajLスペイン人と鰻初に接触した

～談汗～わが国の場所を地図で指し示すことがで

NESC4年地理・歴史・市民科の歴史的部分の

特徴は次の点にある。

①フィリピン人文化の意義を学習者に確信させ

－２６－



里丼：フィリピンにおける小学校社会科Ⅱ

ることをねらいとしていること｡教科響では、ｔｈｅAmericans，ａｎｄｌａｔｅｒｏｎ，ｔｈｅJapanese
これを「私たちの国の伝統」と単元名にしてchangedmanyolPourpeople'ｓways・our
いる。culturebecamewesternized．

②フィリピン人文化の形成を次の三つに分けてChriBtiamtybecameourwayoflifb･ｗｅ
構成している。learnedotherlanguages、Ｏｕｒknowledge
(1)ＦＩＲＳＴＦＩＬＩＰＩＮＯＳがフィリピンの「基abouttheworldbroadened・Ourproducts
層文化」を独自に作りあげ、その事に誇りreachedtheEumpeanmarkets,
をもたせたいということ。Intheprocesswehadtosacrificesｏｍｅｏｆ

(2)アジア諸国との対等の交流の中でフイリピourfreedoms・

ン文化の「第２層」が形成されたこと。Todaywecannotcompletelysaythatｗｅ
(3)フィリピンを植民地した外国の影響によつａｒｅfree・However，ｗｅａｒｅｔｒｙｉｎｇｔｏｆｉｎｄ
てフィリピン文化の「第３層」が形成されsolutionstoournationalproblems･Ｊｕｓｔ
たこと。IiketheearlvFi1inino具ｗｏ只下｡⑨r､②rim｡､‐l1ketheearlyFilipinosIweareexperimen‐

ｔｉｎｇｗｉｔｈａｗａｙｏｆｌｉｆｅｔｈａｔｗｅｈｏｐｅｗｉll

eventuallyanswGrourneeds、Theattitudes，

beliels，customs，andtraditionswepractice

todayarｅａｔｔｅｍｐｔｓｔｏｍａｋｅａｂｅｔｔｅｒｌｉｆｅｆｏｒ

ｏurpeopleandforthegenerationｓｔｏｃｏｍｅ．

③、－３、年表作成にみるように歴史的な流れ

で押さえようとしている。

②の構成は、３年教科書歴史叙述部分（後述）

とほぼ同様の構成となっているといえよう。相

違点は３年教科書内容が人種的特徴・態度・生

活文化であったのに対して、文化だけでなく政

治的な事件や出来事をも含みこんでいる点にあ

る。

４年教科書の構成は基本的には４年ＮESCを

うけているといえようが、その重点は②_(1)

ＦＩＲＳＴＦＩＬＩＰＩＮＯＳが形成した「フィリピン基

層文化」に置かれていると形式面、内容面両方か

ら言える。形式面からは、歴史学習の意義を論じ

た第１課をのぞいた全８課中３課、５８ページ中２０

ページがあてられている点である。内容面からは

特に第５課で「スペイン以前の古きよき日々」と

いうタイトルが明瞭に示している。

なぜ、ＮESCや教科書は基層文化を重視する

のであろうか。それは前節までで指し示された

フィリピンが抱えている現在的な問題とかかわっ

てくるからである。次の４年教科書記述をみてい

ただきたい。

この部分は４年歴史学習のまとめ「単元要約」

の一部である。冒頭で基層文化を築いた人々の有

り様すなわち、自由で自立した共同体、自由と共

同と連帯に特徴づけられる文化、環境に対処する

方法の工夫を述べる。

つづいて植民地となり、文化は西洋化しキリス

ト教が生活スタイルとばつた。外国語を学び、海

外の知識を得、フィリピンの産物はヨーロッパに

達した。

しかし、その過程でフィリピン人の自由の幾許

かを失わなければならなかったという。だから、

現在のフィリピン人は完全に自由だと言う事はで

きない。だが、フィリピン人は基層文化を築いた

フィリピン人のようにnational問題の解決に乗

り出し未来を築こうと提起している｡したがって、

４年教科書本文では経済的従属に対しては、基層

文化を作りだした人々が自立した経済を営んで

いる像（124ページ)、政治的腐敗に対しては、パ

ランガイ蝿の指導者たちが正しく・公正で、力強

く､尊敬されていた像を描きだしている（125ペー

ジ)帥。

４年教科醤記述⑤（160ページ）

ourearlyforefELthershadtheirｏｗｎｗａｙ

ｏｆｌｉｆｅ、Theylivedinfree,independent

barangays，Theirculturewascharacterized

by【reedom，Cooperation，andunity・They

devisedwaystocopewiththeirenvironment、

ThecomingofLheSpELniardsⅡrollowedby

－２７－
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四、ＥＴＨＮｌＣ認識とNATl0NALlZATl0Nthicklips，Theywereshort・Sbmejl7YJjpmos
lOo虎Ｊｊｈ２ｏ”AeZcza刀cesjoFs、

ここではドロニラが提起したＥＴＨＮＩＣ統合の▼Thelndonesians

視点、すなわち異なるIiTllNIC集団をフイリThelndonesiansweroanotherearly
ピン国民として確信させるための教育内容を、groupsoｆｐｅｏｐｌｅｗｈｏｃａｍｅｔｏｔｈｅＰｈｉｌ‐

ＮESCや桝斗書からみてみることにする。 ippinesTheywcretallandhadslender

bodieaTheyhaddeep-seteyes,ｈｉｇｈｎｏｓｏｓ

ｌ、フィリピン人の祖先「EarlyFilipinos」andthinlips・Theyhaddarkskin・Ｓｂｍｅ
下記の１年教科醤記述をみていただきたい。 FiJjpdnosZooﾉbZiﾉbe。”I几donesju几α几cestoFs．

▼TheMalays

第１単元ＭＹＣＯＵＮＴＲＹＡＮＤＩＡｆｔｅｒｔｈｅｌｎｄｏｎｅｓｉａnscametheMalays．

第２課ＨＯＷＤＯＦＩＬＩＰＩＮＯＳＬＯＯＫＴｈｅｙｈａｄｓｍａｌｌbodiesandtheywerenotso

▼HowDoBarlyFilipinosLook？ｔａｌＬＴｈｅｙｈａｄｂｒｏｗｎｓｋｉｎ・Theyhadflat

TheearlyFilipinosweｒｅＬｈｅＡｅＬａｓｏｒｎｏｓｅｓａｎｄｂｌａｃｋｈａｉｒａndeyes・MostFiljpi‐

NegriLos1Ihe「ndoneslansandtheMalays．〃osJoo上J』んｅｏ”ＭａｋＺｙｑ〃ceslo｢８．

ｍｈＥ３ｙ６ｅｍｍｅｏ匹「α几cesz()rs． ▼OtherEarlyFilipihos

▼TheAetas Ilorearetheothergroupsｏｆｐｅｏｐｌｅｗｈｏ

ＴｈｅＡｅｔａｓｏｒＮｅｇｒｉｔｏｓｗｅｒｅａｍｏｎｇｔｈｅｃａｍｅｔoourcountry・WelearnmanygoOd

earlygroupsorｐｅｏｐｌｅｗｈｏｃａｍｅＬｏｔｈｅＰｈｉｌ‐thingsfromthem・Studythepicturebelow

ippines・Ｔｈｅｙｈａｄｄａｒｋｓｋｉｎ、Theyhadanddescrihehowtheylook、

kinkyorcurlyhair・TheyhBLdflatnosesand

Ｅ￣

リロ

ｏｆ「
Ｉ｡

－
ノ

Iｎｄｉａｎ Ａｒａｂ Chinese

《
●

１
￣Ｐ￣Ｐ

鰯
０ ￣￣

､

Spaniard Americfln Japanese

－２８－
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１年教科書には左の歴史的叙述が納められてい

る。

冒頭にlEarlyFilipinos」はどんなふうにみ

えるかと問い掛けでAfiまっている。lEarlyFil・

ipinosIという概念は、25000年前に陸橋を渡っ
てフィリピン群島に渡来したアエタやネグリ

ト０，から、近代になってフィリピンを植民地にし
たスペイン人、アメリカ人、日本人まで、この教

科灘記述では含まれる。現在のフィリピン人の祖

先をすべて「l2arlyFilipinos」と表現したとい

えよう｡従ってそれぞれのフィリピン人の形状は、

その祖先IEarlyFilipinos」によって違うのだ

が、呪縦はロじフィリピン人であることがii｣述の

底流に流れている。

ただし、教科轡のlEarlyFilipinos」iiU述は

人きぐエつに分けられている。

一つは肉体的特徴が１W記されているアエタ・ネ

グリト、インドネシ人、マレー人である。フィリ

ピンにやって来た順に記述されている。あるフィ

リピン人はアエタ・ネグリトやインドネシア人と

のように見え，大多数のフィリピン人はマレー人

のように見えるというようにＢＴＨＮＩＣの大まか

な構成を表している。

もう一つはフィリピン人に文化（manygood

things）をもたらした「EarlyFilipinos」イン
ド人、アラブ人、中国人、スペイン人、アメリカ

人、日本人である。そして彼らの肉体的特徴を絵

から読み取る構成になっている。彼らの子孫は絶

対少数であるしかし、彼らがおよぼした文化的影

響は無視できない要素であるという認識である。

この教科書記述は１年ＮESCでは下記部分に
核当する。

Ｉ、National［derlLiLy／Ｐｒｉｄｅ

Ａ、フィリピン人であることの価値づけをする

ことができた。

（中略）

２、フィリピン人の身体的特徴を叙述すること

ができた。

２．lフィリピン人の身体的特徴を確認す
ることができた。

２．１．１フィリピン人、各々の肉体的

特徴を確認することができた。

２．２フィリピン人の肉体的特徴に違いが

あることを確認することができた。

２．３下記の点を通してフィリピン人の肉

体的特徴を示すことができた。

－値|己の肉体的特徴の叙述や描写

一フィリピン人である私自身の確認

３、フィリピン人の肉体的特徴を推論できた。

ＮESCはフィリピン人である多くのＥＴＨＮＩＣ

集団の身体的特徴を認l識することを求め、同時に

その中に[|分自身を霞き､観察することによって、

自分自身がフィリピン人であるというIdentity

を確認するという方法をとっている。そしてその

ように碗舩されたlDTllNIC集lijl全てがフィリピ

ン人である。高い万を変えるならばフィリピン人

にはいろいろな肉体的特徴をもった人々がいる

ということを教えたいのである。そこで、lfi：

教科灘では、フィリピンを植民地にしたスペイン

人、アメリカ人、日本人までを含めた間口の広い

EarlyFilipinoSという概念を設定し、その肉体
的特徴をもつ子孫全てがフィリピン人であるとい

う認識を1年生に求めたといえよう。

２，文化の混合

３年生教科瞥の歴史記述部分では、生活文化の

伝授に視点を据えて各ＥＴＨＮＩＣや渡来外国人、

植民地にした外国人がフィリピン人に寄与した具
体的な物を歴史的に示すことに重点がおかれてい

る。多様な生活文化が重なって現在のフィリピン
人が形成されたことに重点が置かれている。

その目次構成は下記のようになっている。

第２単元フィリピン人､△璽Q遅宣
第６課私たちの祖先

タポン原人、ネグリート、インドネシア人、
マレー人、マレー人二つの流れ、フィリピン人
人種

□フィリピン人の祖先の名は□古い時代に私
たちの国に来た渡来人の人種的特徴をのべる。
■ネグリートやインドネシア人やマレー人は私
たちの文化に貢献した｡□私たちはi旦進鐘込
型璽星亘旦
第７課古い時代、フィリピン賭島に来た外国

人

インド人、中国人、アラビア人
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文化的発展に貢献したことは認めながらも、称賛

という記述はない。

NESC市民文化科３年の教科書該当部分は下記

のようになっいる。

□古い時代にフィリピンに貿易にきた外国人の
確認□私たちの文化にたいする影響の比較と

対比。■外鬮人が私たちに及ぼした信条や習慣
や伝統への影僻を具体的にのべよ。■国民とし
て私たちの進歩に闘献した201国人を賞賛する。

＝￣￣一一一一一

第８課私たちの祖先にたし､する更なる外国人

の影響

マジェランの倒険､スペイン人､アメリカ人、

日本人、

ロスペイン人やアメリカ人や日本人がいかにし

てきたか述べる。ロフィリピン諸島に住みつい

た外|卿人の人ｉ１ｉ的特徴を述べる。□特に移民者

から柵た習慣や態皮を叙述する。□生活の方法

におけるスペインやアメリカや日本の重要な賞

献を述べる。■スペインやアメリカや日本の彩

瀞が私たちのI卿の進歩に戊献していることをiiIE

I川する。

LNationalldentity／Ｐride

フィリピン人の伝説とフィリピン自身の国に誇

りをもつことができた。

Ｅ・フィリピンの肉体的特性の相違の理由を説

明することができた。

１．フィリピン人の先祖を知ることができた。

１，１フイリピン人の先棚の肉体的特徴

を描くことができた。

２．フィリピンにやってきた外国人を知るこ

とができた。

３．フィリピン人の肉体的特徴の相違の理由

と私たちの歴史の出来事の幾つかを指摘す

ることができた。

４．次のように肉体的特性を浮かぶものは何

でもフィリピン人であることに誇りをもつ

ことができた。

－フィリピン人の肉体的特性を描くこと

ができた。

－特性の種類を保持する理由づけの説明

のいくつかをあげることができた。

Ｆ・生活方法を発展させるフィリピン人のよい

態度と内面の思考に誇りをもつことができ

た。

１．フィリピン人の先祖のよい態度や内面の

思考を描くことができた。

２．外国人から得たよい態度と内面の思考を

指摘することができた。

３年生教科i1l:では、２年生教科書の「Early

Filipinos」概念は分化され、タポン人、ネグリ

ト、インドネシア人、マレー人が「OurFore‐

father」（前述４年ＮESCではＦＩＲＳＴＦＩＬＩＰＺ

ＮＯＳとして農場した）と呼ばれ、中国人、アラ

ビア人、スペイン人、アメリカ人、日本人は、

ＦＯＲＥＩＧＮEＲＳ（外国人）として区別されるよ

うになる。

そして冒頭第６課では「私たちの祖先」という

ことでタポン原人､ネグリート､インドネシア人、

マレー人、が登場する。彼らの肉体的特徴につい

ては２年生と同様に詳述されている。違いは狩猟

・土器制作などの具体的な生活方法を列挙してい

る点である。それが現在いるフィリピン人とどう

関係するのかという記述はない。祖先が人種的特

徴と生活文化の変化に貢献し、フィリピン人の生

活や文化を発膿uMiかにしたという一般的な記述

で終わっている。しかし目次ではそのことをを誇
り、称賛することを学習者に求めている。

第７課は、貿易という形でフィリピンに渡来し
た外国人、すなわちインド人、中国人、アラビア

人である。彼らの文化的貢献に対しては、「称賛」
という形で価値づけられている。

第８課はフィリピンを植民地にしたスペイン
人､アメリカ人､日本人の文化的貢献記述である。

３年NESCは多様な先祖や多様な外国人から

受け継いだフィリピン人の態度や思考に誇りをも

たせようとしていることがわかる。

また、教科書は次の点においてはＮESCをう

けているといえよう。

①フィリピン人の肉体的特徴に関しては３年

ＮESCが２年ＮESCを発展させ、各ＥＴＨ－

ＮＩＣの相違をその歴史性の違いから理由づ

けようとしている点。

②先祖とフィリピンにやってきた外国人を区別
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している点。

③生活方法を発展させる態度や思考（文化）を

先祖や外国人から受け継いだこと。

三年教科書における具体的歴史紀述として、次

の短くまとまったＨ本に関する記述を紹介する。

必主義)、ＥＴＨＮＩＣの統合を認識させようとし

ているように思える。

なお、３年教科醤は歴史叙述の後の第９課で祖

先から受け継いだフィリピン人共通の特性とし

て、唯一の神を信じる、HOSPITALITY、平和

を愛する等をあげ､統合を合理化し､第10課でフィ

リピン譜使川､民族衣装､民族音楽奨励によって、

統合を促進しようとしているno。

３年教科譜記述①（95ページ）

ＴｈｅＪａｐａｎｅｓｅｃａｍｅｔｏｏｃｃｕｐｙｔｈｏＰｈｉｌip-

pinesoLoo，ｂｕｔｔｈｅｙｓｔａｙｅｄｈｅｒｅ｢ｏｒｏｎｌｙ｢our

years・TheywerelikeLhGChlnese、Ｔｈｅｙ，

too，havoycllowishskin・ThGyhavesmall

chinkyeyosandstraight，blackhair、Thev

haveslenderbodies、ThcybowlooneanoLh‐

ertoshowcourtesyandrcspccLThoyａｒｅ

ａｌsobravepeople．

▼日本の影響

Thejapanesetaughtushowtoraiscdｕｃｋｓ

ａｎｄｔｏｂｒｅｅｄ「ishTheseindustrieshelpod

Filipiｎｏｓｔｏｓｅｌｌｄｕｃｋ'ｓｅｇｇｓａｎｄｄｒｉｅｄ「ish

toforeigntraders・TheJapanesealsotaught

theFilipiｎｏｓｈｏｗｔｏｔａｎｔｈｅｉｒｓｋｉｎ・Ｔｈｅｙ

ａｌｓｏｔａｕｇｈｔｕｓｈｏｗｔｏｍａｋｅｗｅａｐｏnsand
tools．

五、まとめ

フィリピン小学校社会科におけるNationali‐

zation（l1il比化・氏族自立）の問題を、三つの視

点からＮMSC』Ｐ英語版教科醤の歴史記述を素材

に考・察をj11えてきた。

以｛:の苛崇のmitjuMからは、下記の事がいえる。

①フィリピン人としてのIdentity形成に関

して

（１）従来のスペインや日本に対する闘いだけ

でなく、アメリカに対する闘いを、歴史・

地理・市民科（高学年）ＮESCや教科書

は叙述するようになっていること。また市

民・文化科(低学年)教科書（３年）にも、

アメリカとの闘いを意識したフィリピン語

教科書がある。

（２）低学年教科書（２年）に、ほとんどフィ

リピン人としてIdentityをもたないイス

ラム系の祖先を、外国人によってけっして

征服されなかったフィリピン人として称賛

し、イスラム系をフィリピン人として確認

しようとしている。

（３）TheEDSARevolutionは、何百万人

もの民衆が連帯して平和的に革命をなしと

げた。それをNationalPrideにし、そこ

にNationalldentityを見いだそうと２年

生以降の教科書では繰り返し語られる。

②植民地的なものからの自立に関して

（１）ある４年生教科書には、フィリピンがア

メリカに経済的かつ軍事的に従属している

ことが記述されている。

（２）ある４年教科書には､政治的腐敗は､フィ

リピンが自立していない事と、日本支配下

で形成された収賄と買収の構造によるもの

スペイン､アメリカと続いて４年間(1942～45)、

フィリピンを占領した日本人の①肉体的特徴、②

態度､③文化的貢献､'よ次のように描かれている。

①中国人のように、黄色い肌で、体は小さく、

細い目で､真っ直ぐで黒い髪で､細い体をもっ

ている。

②礼儀と敬意を表すためにお辞儀をする。日本

人もまた勇敢な人々である。

③日本人が導入した技術としてアヒルの飼い方

と卵の輸出、魚の養殖と干魚の輸出が列挙さ
れ、日光浴の仕方や武器の使い方等を伝授さ
れたという。

３年歴史記述は上記にみるように、日本人の性
格、文化的貢献を肯定的に叙述している｡．それは
日本だけでなく、フィリピンを植民地にしたスペ
インやアメリカも同様である。ここに、長い植民
地経験の全面否定でなく、肯定できる部分を押し
出すことによって、フィリピン人しての文化的共
通性（特にスペインのキリスト教、アメリカの民
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であると記述されている。

（３）フィリピンが自立するためには、フィリ

ピンが植民地になる以前の自立した社会に

学ばなければならないという事で、４年

ＮESCや教科書では植民地以前の社会が

詳述されている。

③ＥＴＨＮＩＣ認識と統合に関して

（１）１年生では、自己も含めて各ＥＴＨＮＩＣ

集団の肉体特徴を認識することでフィリピ

ン人であるというIdentityを確認してい

る。その意味はEarlyFilipinos（植民地

宗主国人を含む）という概念を設定し、そ

の肉体的特徴をもつ子孫全てがフィリピン

人であるという認識を１年生に求めている

点にある。

（２）３年生では、統合概念「フィリピン人」

の態度・生活様式（ここでは肯定的側面に

限定されている）は、各ＥＴＨＮＩＣ集団の

先祖、貿易で来た外国人、フィリピンを植

民地にした外国人から、混合的に形成され

たものだとしている。

また、小学校歴史記述に限って言えば、Ｎａ‐

tionalizationに関する学年構成は次のように

なっているといえよう。

【低学年社会科、市民文化科】

１年一人種的多様だが、すべて「フィリピ

ン人」である。

２年一独立と平和のために闘った「フィリ

ピン人」にIdentityを求める。

３年一フィリピン人のよい態度や生活様式

は混合的に形成されたものである。

【高学年社会科、歴史・地理．.市民科】

４年一植民地的なものからの解放のために

植民地以前の社会にモデルを求め

る。

５年一通史（アメリカとの闘い・政治的腐

敗などの問題提起を含む）

以上の事から、低学年社会科歴史的記述の特徴

は、肉体的特徴の相違や態度、生活様式の混合的

形成や、Identityを形成する事件をも、すべて

肯定的に含みこんでNationalization（国民化）

しようとするところにある。

また、高学年社会科歴史的記述の特徴はレナト

・コンスタンテイーノの1960年代の,主張、すなわ

ちアメリカとの闘いを含んだIdentity形成、ア

メリカからの経済的自立などのNationalization

（自立）がＮＥＳＣや教科響にある程度反映して

いるところにあると言えよう。

以上、フィリピン小学校、ＮESCおよび英語

版教科書の社会科歴史記述をみてきた。公立小学

校の大半で使用されているTHXTBOOKPROJ

ECTが編集したフィリピン語版教科書では歴史

的記述がどのように記述されているのかという大

きな課題は残るが、Nationalization（国民化・

自立）が、今後のフィリピン社会科理解のための

キーワードの一つとなるとは蒲えよう。

【謝辞】Ｍ】Sｃ（原文はフィリピン譜）の英訳

は、フィリピン、イロイロＩｌｉにある西ピサヤ大学

のFamelaMallorcaさんにしていただいた。記

して感謝したい。

注

(1)高橋彰訳『全訳世界の教科書シリーズ１４

フィリピンその国土と人々』(帝国書院、１９７８

年）訳者前書きⅢページ

(2)内海愛子・田辺寿夫編著『アジアからみた｢大

東亜共栄圏｣』梨の木社、1983年

(3)梨の木社､1990年｡フィリピンは217～258ペー

ジ．

(4)滋賀大学教育学部社会科教育研究室紀要『社

会科教育の創造創刊号」1994年

(5)滋賀大学教育学部社会科教育研究室紀要『社

会科教育の創造第２号』1995年

なお木全氏はフィリピン学校制度にかんする

最新の報告を「現代フィリピンの学校教育イロ

イロ地方の初等・中等教育」（『滋賀大学教育学

部紀要第44号』1995年３月）で行っている。

(6)『琉球大学教育学部紀要第46集」1995年３月

(7)研究社『新英和大辞典』第４版、1960年、１１

９０ページには､NationalizationI国民(国

風）化国家的制定；民族自立．Ⅱ国有化，

国営Ⅲ《まれ》帰化させる(Naturalization）

とある。

(8)「フィリピン人のうけたえせ教育」（『フィリ

ピン・ナショナリズム論（上)』井村文化事業
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社刊、勁草誓房発光，1977年）108ページ

(9)レナトコンスタンティーノ「フィリピン人

のうけたえせ教育」（『フィリピン・ナショナリ

ズム論（上)』井村文化事業社，1977年､）を要

約した。

00前掲レナト・コンスタンティーノ「フィリピ

ン人のうけたえせ教育」108～109ページ

U、文部省大臣官房調査統計課『フィリピンの教

育一アジア教育協力調査団報告書資料編（Ⅱ)』

1972年，２４ページ

⑫高橋彰訳『前掲』訳者前書き、ページ

031東南アジア調査会『東南アジア要覧1971年

版』９－１６

⑭東南アジア調査会『東南アジア要覧1977年

版』８－１９

０１１９９０年、東京大学教育学部比較教育学研究室

『火曜研究会報告第15号ｌ

Ｕ６１市川誠「フィリピン教科書プロジェクトによ

るナショナル・アイデンティティ形成の評価一

教科書の内容分析と学校調査をもとにして--」

３１ページ。

⑪『フィリピンの事典』１１～12ページ、宮本勝

「民族」（同朋社、1992）

08Ｉ市川誠ｒ前掲書」３１ページ

09ｉ市川誠一前掲書」３２ページ

１２０各学年のカリキュラムの題名はMinimum

naKasanayansaPagkatutOで始まる。す

なわち「学ぶべき最低限の学力」というよう

な意味である。各文の冒頭はほとんど例外なく

「Ｎａ」ではじまる。フィリピン語の接頭辞

「Ｎａ」に動詞がついてはＩ・゜することがで

きた」（和泉模久『フィリピン語入門』泰流社、

1982年、９７ページ｡）となる。したがって、こ

のカリキュラムは到達目標という形で表記され

ているといえよう。

､、1986年発行のManuelGLacuesta他「ＨＩＳ－

ＴＯＲＩＣＡＬ，ＰＨＩＬＯＳＯＰＨＩＣＡＬ，ＡＮＤ

ＬＥＧＡＬＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮＳＯＦＥＤＵＣＡ‐

ＴION」によると公立私立を問わず小学校およ

び中等学校の教科書は許可選択制がしかれてい

る。

@ｍたとえば、歴史教育者協議会編『シリーズ、

知っておきたいフィリピンと太平洋の国々』

（青木書店、1995年）３５～38ページ。

卿「無理解による崇敬一リサール論一」（『フィ

リピン・ナショナリズム論（上)』井村文化事

業社，1977年､）

伽「奴隷的卑屈さの根源一アギナルド論一」

（『フィリピン・ナショナリズム論（上)』井村

文化事業社，1977年､）

閲里井洋一・SantiagoOHigginsjrrフィ

リピンにおける小学校社会科（１）－３学年の

授業にみる『ナショナリズム』教育一Ｊ（『琉球

大学教育学部紀要第46集』1995年３月）179～

180ページ

(261『フィリピンの事典』（同朋舎，1992)、ベル

通商法（318ページ）によれば「1946年４月、

アメリカ議会で制定され､独立前夜の７月３日、

フィリピン（コモンウエルス）議会が比米両国

大統領間の行政協定として承認した。（中略）

全体としてフィリピンへの特権が継続された代

わりに、アメリカが対比投資上で内国民待遇を

得た点が重要である。（中略）アメリカ市場依

存と輸出農産物特化という植民地的構造は温存

された。またアメリカの工業製品に対する内国

民待遇により民族資本による工業化は妨げられ

た。（後略）（浅野幸穂)」とある。

CD前述『フィリピンの辞典』軍事協定(ＭＢＡ)，

123ページ

0811991年９月の米比基地協定の期限切れを前に

フィリピンアメリカ両政府は同年８月ピナツポ

山噴火の被害を受けたクラーク基地を92年に返

還し､スピック基地を10年存続条約に調印した。

しかし、フィリピン上院は９月、同条約批准拒

否の決議案を可決。クラーク空軍基地は同年１１

月26日、スピック海軍基地も92年11月24日に返

還された。（『時事年鑑(1994年版)」491ページ、

時事通信社）

剛テオドロ・アゴンシルリョ『フィリピン史物

語一政治・社会・文化小史一』（井村事業文化

社刊、勁草書房発売，1977年)、274～278ペー

ジ。

(30ｌここでは、フィリピン諸島の伝統的な村落社

会。元来は舟を意味するが、－隻の舟で渡来し

て住み着いた集団を指す語として用いられてき

た。スペイン統治下で、バランガイはバリ木と

－３３－
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ンガイ社会の指導荷は【}Ｌ<・公[Eで、力強く、

鰍敬されていた。現iifl:の指導者にlijl様の性絡を10｝

侍できるかどうかを問っている。

２は絲済的従屈に対する'１１１題拠起である(`バラ

ンガイの人々は彼らが必挫とするものを'|繩し

た`,あなたは､今'１，ｌｉｌじことができると思うか,，

私たちが企ての物を雌雄することができるように
なるためのｲJFllな点と木利な点は''１ですか｡と

'１Mっている。

(32）トライバルフオーラムＩわれわれのljiMk典に

．のこされているものＩ（Iフィリピン仏統文化へ

のW{符.」此村又化ｉｌｌ料}:、190()ｲ|《）

C1DIl1川iYい・日}lnLifl贋(〕(】、lli宵llrinH`Ｉｒ１フィ

リピンにおける小`Y:枝｜|:企ｲ:｝（１）３，γ:11;の

授堆にみる!｢ナショナリズム１紋1fｒ１（||猟Ｌｋ

人.ｿ!敬f汗部紀喫輔16柴.１，l995jlf3)I）178～

呼ばれるようになるが、現柾、行政単位１１１藷と

して、復活している。

第４年教科瀞（127ページ）（第３単ﾉＣわた

したちの国の仏統，第４Ｍｋバランガイ）には

下記のような今１１のフィリピン社会とバラン

ガイ社会を比較する忠券'１１１雌がある＞

ＬＴｈｅｐｅｏｐｌｅｄｕｒｉｎＲｔｈｃ()ａ｢ＩｙｄＥｌｙＨｗ我nt‐
⑥dthoirlcn(le｢ｓＬｏｂｃｆｎｉｒａｎｄｊｕｓＩ,，

strongandr0spcctcd．Ｓｈｏｕｌｄｗ(Ｉ

ｃｘｐｅｃＬｔｈｃＦＭｌｍ(》chl1rflctc｢i馬Lic急「rom

ourlcadcrfitoday？Ｗｈｙ？

２．Ｉｊｃ(〕ｐｌｅｉｎｔｈ(1barfln際hy烏ｐ｢〔xluc(!(ｌＩｈ〔Ｐ

ＬｈｉｎｇＨＬｈ(Ｐｙｎ〔xxlc(１．｜〕(〕ｙ(〕ｕｔｈｉｎｋｗ(〕

ｃｌｌｎｄ《）Ｌｈ(9ＩＢＪＩｍｃｔｈｉｎ腐し⑪(llIy？ＷｈＩｈＬｆｗ(｝

ｔｈＵ＄Mlwmlu間｡偶Ｍｄｄｉ縞｢Idwlnlll月(）月（〕「

Ｉ)CinHubl(ｐｔｏＩ〕r()({u(xlnl11h(）Lhi1l鰯ｗＩＨ
ｍｅｏｄ？

lは政治的腐敗に対する|Ｍ１趣捉起である。バラ

CＤ

179ページ

－３４


